
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 ５ 月 １ ７ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 5 0 5 「 恵 み あ る 主 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 一 同

教会 学 校

讃 美 聖歌 420「あなたの持てる悩みは」 一 同

聖書 朗 読 エレミヤ39:15-18

奨 励 エレミヤ書の福音(第39回) 牧 師

主 題 「命運を分けるもの」

讃 美 聖 歌 3 3 6 「 い か に 恐 る べ き 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 エレミヤ書第 40 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
５ /17(日 )聖 日 礼 拝

/18(月 )
/19(火 )
/20(水 )
/21(木 )
/22(金 )
/23(土 )

《 祈 り の 課 題 》
① コ ロ ナ 禍 収 束 の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 主 が 教 会 学 校 の 子 供 た ち も お 送 り 下 さ い ま す よ う に

「 人 の ピ ン チ は神 のチ ャ ン ス 」
良 書 ハ イ ラ イ ト (さ さきみつお弁護士の 「凡る問題はプラスになる 」 よ り )

中国の武漢から始まり世界中を震撼させている新型コロナウィルスの猛威は依然として衰
えを見せない。日本も例外ではなく、今年最大のイベントであるオリンピックが延期されたり、

政治、経済、教育、文化その他のあらゆる分野に影響が及び、国民の日常生活にも大きく支

障をきたしている。政府の緊急事態宣言により、規制の範囲はさらに拡大している。そんな

中で、多くの人たちは恐れと不安におののき、将来の生活に希望を失っている。

キ リス ト教会もまた甚大な影響を受けている 。集会自粛によって礼拝や集まりの中止

を余儀な くされた教会がほとんどであるが 、日曜礼拝を主たる柱とする教会にとって 、

これは最大のピンチである 。 しかし 、天の父を神として信じる者は、すべてを支配してお

られるお方を信頼して平安をもって事態に対処するこ とができる 。 そればか りでな く 、

主はこの悲惨な事態をも真の意味において益にしてくださることを信じることが出来る。
「目に見えない小さなウィルスの蔓延で世界が混沌としてしまうほど、本当はこの世の

中はまった く脆弱なのだ！」ということに人々は気づきはじめ、 「真に頼ることができるも
のは何なのか？」と模索しているはずである。神の目から見れば、今こそ 、永遠に揺らぐ
ことのない万物の創造主 ・父なる神の存在を知り 、救い主である御子イエス ・キ リス トを
伝える絶好のチャンスなのである。
このピンチにあって 、急きょ 、オンライン礼拝を始めたり 、それを充実させたりする教会

が増えている。従来はオンライン礼拝は出席できない方々に対する補助的なものでしか

なかったが、すべての信徒に対して内容においても技術においても 、よ り優れた番組とし

て製作して配信せざるを得なくなった。 YouTube 等を利用すれば、特定の教会の信徒
だけでな く 、世 界中の誰もが視聴できるのであるから 、毎回の礼拝メッセージを通して
世界宣教をしていることになる。番組製作には若い信徒の協力が不可欠であり 、それは
教会内における若者の役割の重要性と彼らのモチベーションを格段に高めている。
「日本最高齢ユーチューバー『 93歳ルンルンおじいチャンネル 』登場！」と 「週刊ポス

ト 」誌で も紹介されたが、 93歳の尾山令仁牧師が YouTube で福音を語り始めて好評を
博している 。 尾山牧師は話をするだけで、話題決定、場面設定、撮影、音響、 BGM、字幕
テロップ挿入等の収録、編集、配信のすべてを、若手クリスチャンが協力して製作している。
高齢の牧師でなければ語れない、ざ っ く ば らんな日常生活等にか らめた福音の話は 、
視聴者の誰にとっても非常に分かりやす く興味深い。
在宅のオンライン教育、ワークが増大しつつある現在、オンライン礼拝、伝道の重要性

は加速度的に増大している 。神の手によって、新型コロナウィルスの猛威が、日本と世界
の福音宣教の拡大とリバイバルの強力な原動力になっていくのに違いない。

「福音のために、わたしはどんな事でもする」 (Ⅰコリント 9:23)


